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月の養蜂だより 2 月号

今月のひとこと

2月は増やさない？

蜂蜜のプチ知識

ちょっとだけ環境の話 今月の一枚

養蜂家のひとりごと

蜂蜜と花粉症

今月のミツバチ：養蜂の話

養蜂って、採蜜している時期がいちばん目立ちます
が、 実は何も起きていないように見える今の時期が
いちばん大事だったりします。
春にしっかりと蜜を採取するためには、この時期に
しっかりと世話をすることです。

蜂蜜が花粉症を治すという話を聞いたことはありま
すか？医学的に認められてはいませんが、蜂蜜には
微量の花粉が含まれているため、少しずつ体を慣ら
すのでは？という仮説があります。実はぼくも花粉
症持ちですが今のところ気づかないほど。もしかす
ると、これは蜂蜜のおかげなのかもしれません。

2月の養蜂場ではこんなことをしています。
・強群作成のための給餌
・巣箱内の状態確認
・巣枠の整理、削減
この時期は、あえて巣枠を減らします。
ミツバチが春に増えるための秘訣です。

巣枠が多すぎると、
ミツバチが分散してしまう
温度管理がうまくいかない
春の増群スイッチが入りにくい

　　　　　といったことが起こります。

この冬は、雨がとても少なかったです
ね。ミツバチは蜂蜜や花粉だけで生きて
いると思われがちですが、動くためには
水こそが欠かせないのです。

正直に言うと、いま人手が足りていません。
・養蜂場に畑を作りたい
・メディアのライターさんの不足
少しずつでも素敵な仲間が増えたらいいなと
思っています。

ここまで読んでくださり、ありがとうございます。
この会報は、売るための場所ではありません。
ミツバチや蜂蜜、環境などについて、少しでも
身近に感じてもらえたら嬉しいです。
もっと知りたい！と思ったらInstagramをチェック！

2月頭に春宣言に行ってきました。ここで給餌
をするかしないかが春の増群に影響します。


